
  

未未来来ががんん医医療療ププロロフフェェッッシショョナナルル養養成成ププラランン  
記により講義を行いますので、学生、教職員の方、多数ご来聴下さい。聴講は自由です。 

記 

PP hh aa rr mm aa cc oo ll oo gg yy   oo ff   AA nn tt ii cc aa nn cc ee rr   DD rr uu gg ss 

「「  抗抗  がが  んん  剤剤  薬薬  理理  学学  」」  
 

１１月２５日（月） 「抗がん剤の臨床薬理学」 

   担当：本学医学部附属病院 永田 将司 先生 

１１月２６日（火） 「ホルモン応答性がんに対する制がん化合物の創製」 

   担当：生体材料工学研究所 藤井 晋也 先生 

１１月２７日（水）  休 講  

１１月２８日（木）「抗体医薬品の薬物動態と薬力学」 

   担当：横浜薬科大学薬学部 桒原 隆 先生 

１１月２９日（金）「抗がん剤のファーマコゲノミクス」 

   担当：本学難治疾患研究所 三木 義男 先生 
 

1 時限：18:30-19:50 2 時限：19:50-21:10 質疑応答 21:10-21:30 

 
 

場所：M&D タワー11Ｆ 大学院講義室 3 
 

 概 要： 
 アルキル化剤から分子標的治療薬まで、多様な抗がん剤の作用メカニズムを概観し、

ヒト化抗体医薬や分子標的薬の開発と臨床応用の具体例を紹介する。抗がん剤の吸

収・分布・代謝・排泄や腫瘍組織への移行過程における薬物トランスポーターの関わり

やその変動因子について考察する。 

 有効性と安全性という観点から、PK/PD に基づく合理的な抗がん剤の投与設計や具体

的な抗がん剤の調製における注意点につき講述する。抗がん剤の選択的な腫瘍組織

への送達や薬物濃度の制御を可能とするドラッグデリバリーシステムの進歩について

解説する。さらに、個々のがん患者に対して最適な化学療法を提供する、いわゆるテー

ラーメイド医療の実現に向けた、ファーマコゲノミックスの取り組みについて講述する。

新規抗がん剤の創製に向けて、抗体医薬やメディシナルケミストリーのアプローチを紹

介する。 
 

科目担当責任教員： 本学大学院医歯学総合研究科 三宅 智 先生 

【問い合せ先 学務企画課大学院教務第一係 ☎４６７６】 
 


